
 

 

 

地域の諸団体の皆様、保護者の皆様の温かいサポートのお

かげで、コミュニティ・スクール元年である令和５年度も、

充実した教育活動を行うことができました。ありがとうござ

いました。 

これまで学校をリードしてきた、第77期卒業生である

39人が本校から巣立っていきます。新しい場所でも、ここ

元吉原地区でも、さらなる活躍を期待しています。 
 

全校討論会（１月 19 日） 

後期生徒会が 『もっと元吉原とつながるには ～ 地域の人と元中生が一緒にできることは

何だろう ～』 をテーマに、全校討論会を開きました。 

①中学生と地域がつながっていると感じられる内容であること、②夢を語るのではなく

実現可能なことを行うこと、③元中生全員が地域への所属感をもって活動に参加すること

の３つの条件の中で、各クラスでアイディアを出し合い、その後、全校生徒が参加したリ

モート討論会で意見を共有しました。 

今後、生徒の皆さんの力で、どんな活動が展開されていくのか、とても楽しみです。 

 

職場体験（２月６日） 

元吉原地区の８事業所（自営業、建設業、リサイクル業、

保育園、幼稚園など）の皆様にご協力いただき、２年生が職

場体験をしました。 

地域が学校となり、地域で子どもを育てる、絶好の機会と

なりました。中学生は、普段接することのない大人から様々

な生き方や考え方を学ぶことができました。 
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第３回小中合同学校運営協議会（２月 20 日） 

今年度最後となる小中合同学校運営協議会が、本校を会場として開かれました。 

小中学校それぞれの校長から教育活動の報告を受けながら、令和５年度を振り返りまし

た。次に、令和６年度の学校経営方針の承認が行われました。小中の垣根を超え、委員か

ら積極的に質問や意見が出され、審議を経て承認されました。 

今年度PTA会長の木村様は、これをもちまして委員をご退任されます。いろいろな場

面で、温かく元吉原中学校をバックアップしていただきました。これまでのお力添えに心

より感謝申し上げます。 

 

松植栽ボランティア（２月24 日） 

本校南側にある松の保安林の植栽に、ボランティアとして生徒8人と教員3人が参加

し、地元の方と100 本近くの松の苗木を植えました。 

塩害や風、飛砂から地域を守るために、先人たちは、長きに渡り海岸に続く松林を植え

継ぎ管理してきました。私たちの活動が、今回だけで終わることなく、来年度以降も継続

していけたら良いなと考えています。 

今回は、主催する区の管理委員会の方が、生徒たちのために“ネームプレート”を用意

してくださいました。そこに自分の名前や願いを書いて、記念

として苗木にかけさせてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒が“地域とつながる場”をもっと開拓し、地域の力をいかしながら、子どもたち

の学びを充実させるアイディアを募集しています。 

本校が、ますます特色ある学校になるよう、今後とも皆様の温かいご支援、ご協力を

お願いいたします。ご連絡はCSD仲神まで！   (元吉原中学校 0545-33-0065) 

みんなと一緒に、松も

元気に大きくな～れ♪ 

 


